
 

   山笑う 
校長室から校舎裏に出ると、峰山方面の山々が見えます。冬の真っ白な山並みからすっかり変わり、春

の草木が一斉に若芽を吹いて、明るい感じになることをあらわす、「山笑う」という言葉がぴったりあては

まる時期となりました。 
新入生も、ようやく学校生活にも慣れてきたころだと思いますが、新しく神河中学校に来られた先生方

に神河中学校の印象を聞いてみました。 

「校舎が美しく、人なつっこい生徒が多いですね。」 

「前任校は、給食と弁当の選択制だったので、温かい給食がうらやましいです。」 

「学年の生徒が元気で、質問すれば必ず反応が返ってきます。」 

「教室の中にいても、廊下から挨拶してくれる生徒がいて、うれしかったです。」 

 それぞれの先生が、良い点について話されている時、にこやかに話されている表 

情を見ることが、なお一層うれしかったです。 

また、始業式から数日たったある日、学校周辺を散歩される地域住民 

のかたから「畑仕事をしていると、神河中の生徒がいつも挨拶をしてく 

れます。気持ちが元気になります。校長先生から褒めてあげてください。」 

という話をうかがいました。私も年齢を重ねるにつれて、生徒の笑顔や元 

気な姿から放たれるエネルギーに、活力をもらっているなと実感するよう 

になりました。 

６つの子どもの権利 
兵庫県出身で、「日本のガンジー」とも呼ばれ、ノーベル平和賞の候補者にも挙げられた賀川豊彦という

人がいます。恥ずかしながら、私は新聞で見るまでその人のことを知りませんでした。 

彼は、神戸のスラム街で貧困や伝染病で苦しむ人々の姿から、約100年前の講演で「６つの子どもの権

利」を提唱しました。世界的に「子どもの権利」というものが共通認識される以前のことです。 

 

１ 子どもは 食う権利がある。            ２ 子どもは 遊ぶ権利がある。 

３ 子どもは 寝る権利がある。            ４ 子どもは 叱られる権利がある。 

５ 子どもは 親に夫婦喧嘩を止めてと乞（こ）う権利がある。   

６ 子どもは 禁酒を要求する権利がある。 

 

彼は、「子どもの問題」は、親子という限定された上下関係で生じるのではなく、大人社会全体の問題、

つまり社会問題の一つとしてとらえています。 

ひるがえって、４つめの「叱られる権利」についての彼の考えはこうです。 

「善いことも悪いことも勝手で、少しも叱られることも正されることもない子どもは、決して大切にさ

れている子どもではなく、むしろ虐待されている。」 

そして、彼は、こうも続けています。「叱ることと怒ることは違うものであって、叱るというのは子ども

の為を思い、之を愛して立派なものに育てようとするが故に行うものである。子どもが健全に発達する為

には、悪は悪として訂正され、善は善として認められる権利を持っているのである。」と。 
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日 月 火 水 木 金 土

５/１ 2 3 4 5 6 7

春季中播ソフトテニス 校内球技大会 憲法記念日 みどりの日 こどもの日 1年心電図

姫路市民サッカー大会 １年正式入部 中播卓球男女個人戦 中播卓球男女団体戦

中播バスケット大会

西播バレー大会

8 9 10 11 12 13 14

生徒朝礼 3年休養日

1年ものづくり体験 SC

ノー部活

15 16 17 18 19 20 21

生徒朝礼 部活実施 SC ３年歯科検診 郡春季陸上記録会

1年引き渡し訓練

ノー部活

22 23 24 25 26 27 28

生徒朝礼、ノー部活 部活あり SC 英検１次

教育実習開始～6/10 2年眼科検診

2年内科検診

２９ 30 31 6/1 2 3 4

生徒朝礼 1年わくわくオーケストラ ノー部活 1年耳鼻科検診 1年歯科検診

TW事業所訪問 SC

1年内科検診

３年修学旅行（河口湖～東京方面）

教育相談（短縮授業）

※２年は４/22に
変更

PTA総会での挨拶より（要約） 
１ 高校の再編に関して 

2028年には、現在中播磨にある県立高校14校が9校になります。また、姫路市立の３校が１校に 

なることは既に公表されており、かつて姫路・福崎学区と呼ばれていた頃の県立・姫路市立の17校が 

10 校となります。このことは、現在１年生の生徒が高校生になってからの動きとなりますが、早速、 

今年の夏休みまでには第一弾として３校に統合される７校が発表されます。 

  

    2025年 現在ある14の県立高校のうち７校 → ３校に統合（県立高校10校） 

    2028年 残りの７校のうちの２校      → １校に統合（県立高校 9校） 

 

２ 部活動に関すること 

昨年度、「神河中の〇〇部が無くなるんですか？」という噂が私の耳にも入ってきました。既に、１年 

生の仮入部が始まっていますが、まずは、そのような事実はありません。ただし、新聞記事の内容のよ 

うに「少子化や教員の負担軽減を踏まえた部活動の改革」の動きが、国レベルで行われていることは事 

実です。学校は、生徒数により教員数が決まります。つまり少子化は教員数の減少につながり、そのこと 

は顧問の確保という問題につながります。部活動数削減により、子どもたちが運動や文化的な活動に親 

しむ機会の減少は、未来を狭めることにもつながります。このことから、部活動以外のクラブチーム等 

の総体への出場を認めることや、地域と連携を図ることにより、受け皿を確保する流れが生まれていま 

す。私たち大人は、「数」だけの問題でとらえるのではなく、「質」や「可能性」の視点からも知恵を出し 

合って考える必要があります。 

 

５月の予定  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


